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袖ケ浦市との「災害時における消防車両等への
燃料供給に関する協定」に基づく給油訓練

袖ケ浦市主催の袖ケ浦駅周辺ポイ捨て防止啓発活動(右)
清掃活動後の袖ケ浦市長と当社参加者(左)

袖ケ浦市への肥料提供

２０００年から海外からの研修生を受け入れ、毎年、国際協力・海外技術協力を行っています。
２０１５年より、産油国政府の環境関連職員等で構成される視察団が袖ケ浦製油所を訪れ、当社の環境対策に関

わる施設を見学するとともに、当社環境担当者との環境負荷低減に向けた取り組みに関する意見交換を通じて、
環境保全に対する知見を深めています。２０２０年、２０２１年は新型コロナウイルス感染症のため世界各国からの参
加者によるリモートでの情報交換・意見交換を行いました。

当社は、ボランティア活動として①袖ケ浦市臨海地区清掃への参加（年間４回）②自主企画清掃活動の実施（年間
１回）を行うと共に、③地域行事への積極的参加等を行い、地域とのコミュニケーションを深めています。２０１９年９月
の台風１５号の際には袖ケ浦市内で大規模停電が発生し、市内の給油取扱所において消防車両等への給油が困難
となる可能性がありました。今後同様の災害が発生した際に、災害時の消防車両等への燃料供給体制の確保のた
め、袖ケ浦市と当社製油所は２０２０年３月２６日に「災害時における消防車両等への燃料供給に関する協定」を締結し
ました。２０２０年７月には同協定に基づいた給油訓練を実施しています。今後も毎年給油訓練を実施していきます。

当製油所は、地域の一員として地域行事に積極的に参加するなど地域との相互理解を深めるとともに、袖ケ浦市
の各種協議会、審議会のメンバーとして地域の経済振興や発展に協力しています。なお、当製油所は、見学・体験を
通じて次世代エネルギーに関する県民等の理解を増進することを目的とした施設ネットワークである千葉県次世代
エネルギーパークとしても登録されています。

　生物多様性とは多様な生き物が存在し、つながりあって
生きている状態のことを指します。
当社は大気の環境負荷低減のために脱硫・脱硝設備や省エ
ネルギー機器を、水質の環境負荷低減のために排水処理装
置をそれぞれ最適に稼動、また廃棄物の発生抑制や、緑化
の推進により可能な限り、環境負荷を低減することで生物
多様性の保全に寄与したいと考えています。
　また、ちば環境再生基金に対して2005年以降継続して寄
付を行っており、環境活動への支援、環境保全と再生に役立てられています。毎年の継続的な貢献に対し、「ちば環
境再生推進委員会」会長 千葉県知事より感謝状を2012年、2016年、2019年、2021年と4回授与されています。
袖ケ浦市では毎年緑のカーテン講習会を開催しており、当社は2020年度より毎年肥料を提供しています。

地域社会への貢献・海外技術協力・生物多様性

（Social：社会）　重要課題：エネルギーの安定供給、ステークホルダーとの共存共栄S
66 化学物質の管理

77 廃棄物の削減・リサイクル対策

製油所の産業廃棄物としては、排水処理汚泥、廃油、スラッジ、廃触媒、廃酸、廃アルカリ、保温屑、金属屑
等があります。石油連盟は産業廃棄物最終処分量の削減目標を２０２0年度において２０００年度比９６％程度
削減としています。当社は産業廃棄物の減量化と再資源化に向けた努力の結果、２０１１年度から直接埋め立
てゼロを継続しています。また、石油連盟は産業廃棄物最終処分率を１％以下とする（ゼロエミッション）と
いう追加目標を設けて活動中ですが、当社は２０１２年度から０％を継続しています。

ＰＲＴＲ法（＊注１）の対象となる物質に
関して、２０２１年度実績で規定取扱量以
上の物質を届け出ています。また、有害
化学物質であるベンゼン等については、
製造施設の密閉構造化、タンクの内部
浮屋根化、船出荷時のベンゼン回収に
より、大気への排出量の削減を行って
います。

改 正 化 審 法（＊注２）対 応として 、
2021年度の石油製品等に含まれる対
象化学物質（優先評価物質、一般化学
物質）の生産量等の実績報告を２０２2
年６月に行いました。今後も化学物質の
有害性情報の把握およびこれらの適正
な報告を行っていきます。

⑴ 産業廃棄物対策

ＰＣＢ廃棄物は、ＰＣＢ特措法に基づいて適切に保管し、高濃度ＰＣＢ廃棄物の中で変圧器等は２０１６年度に
処分を完了しました。それ以外の高濃度ＰＣＢ廃棄物については計画的に処分を行っていきます。低濃度ＰＣ
Ｂ廃棄物については、２０１３年から処分を進めており、使用中のＰＣＢ含有機器についても順次、更新と適正
処理を行っています。

また、千葉県には管理状況を年１回定期的に報告しています。

（＊注１）

（＊注２）

ＰＲＴＲ法（Pollutant Release and Transfer Register法：特定化学物質の環
境への排出量の把握等および管理の改善の促進に関する法律）とは化学物
質の生産、使用、貯蔵の際に、化学物質をどの程度、環境中に排出しているか
を登録し化学物質の管理の促進を目的とする法律
化審法（化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律）とは人の健康を損
なうおそれ又は動植物の生息・生育に支障を及ぼすおそれのある化学物質に
よる環境の汚染を防止することを目的とする法律

物質番号 物質名 合計

PRTR第一種指定化学物質　
製油所排出・移動量（２０２1年度） （単位：kg/年）
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＊産業廃棄物最終処分率＝最終処分量/廃棄物発生量

産業廃棄物の最終処分率
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⑵ ＰＣＢ廃棄物対策
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